
　

町
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
員
の
委
嘱

状
交
付
式
が
12
月
３
日
、
役
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
新
規
事
業
で
あ
る
狩
猟
免

許
取
得
等
補
助
金
を
活
用
し
、
免
許
を

取
得
し
た
３
人
が
鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
員
と
し
て
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

　

茂
原
町
長
は
「
隊
員
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
中
で
、
鳥
獣
被
害
は
増
え
て
お

り
、
若
い
隊
員
に
期
待
し
て
い
る
。
先

輩
の
皆
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な

が
ら
、
安
全
に
町
の
被
害
軽
減
に
努
め

て
い
た
だ
き
た
い
」と
激
励
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
宇
佐
美
秋
夫
実
施
隊
長
は
注

意
点
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
、「
山
の
地

形
を
覚
え
、
安
全
対
策
と
寒
さ
対
策
を

忘
れ
ず
に
、
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

vol.128

環 境 保 健 協 会 か ら の お 知 ら せ

　

今
後
、
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
な
ど
に
よ

る
町
内
の
農
林
業
被
害
減
少
を
図
る
た

め
、
宇
佐
美
隊
長
の
指
導
の
も
と
、
有

害
鳥
獣
の
捕
獲
業
務
に
あ
た
っ
て
い
き

ま
す
。

　〇補助の条件　一世帯につき１基
　　 （買い替えは過去５年間に補助金の交

付を受けていないこと）
　〇必要な書類　領収書、保証書の写し

　「生ごみ」は大きな重量を占める反面、
食べ残しをなくしたり、堆肥化したり、毎
日の暮らしの中のちょっとした工夫で減量
効果が大きいごみです。
　町では、生ごみの減量化を進めるために
電動生ごみ処理機設置に対し補助金を交付
しています。

　〇補助金の対象　電動生ごみ処理機
　〇補助金額　購入価額の２分の１で
　　　　　　　30,000円を限度

　■問合せ先
　　住民課環境係
　　内線269

電動生ごみ処理機
（乾燥式・バイオ式）

　

今
回
新
た
に
委
嘱
さ
れ
た
実
施
隊
員

は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

新
・
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
員
を
紹
介
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　

 

■ 

産
業
課
農
林
係　

内
線
４
１
１・
４
１
２

隊　

員

隊　

員

隊　

員
職

井
上
達
也

田
村
浩
幸

齊
藤
克
也

氏　

名

天　

引

小　

川

福　

島

地　

区
左から茂原町長、井上さん、田村さん、齊藤さん、宇佐美隊長

委嘱状を交付

生ごみ処理機設置補助金をご利用ください

町政の動き
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台
湾
・
台
南
市
で
日
本
文
化
を
紹
介

　

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
任
期
満

了
を
期
に
活
動
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
長
い
よ
う
で
短
く
、
短
い
よ

う
で
濃
い
活
動
期
間
で
し
た
。

　

町
内
で
は
各
イ
ベ
ン
ト
の
参
加

か
ら
、
蕎
麦
や
有
機
農
業
、
篠
笛

製
作
に
商
品
開
発
な
ど
、
幅
広
く

従
事
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
外
や
台
湾
で
の
交
流
機
会
も
い

た
だ
き
、
同
時
に
外
か
ら
甘
楽
町

の
魅
力
を
見
つ
め
直
す
機
会
で
あ

り
、
改
め
て
地
域
の
魅
力
を
さ
ら

に
い
か
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
は
個
人
で
製
作
活
動
を
進

め
る
と
と
も
に
、県
内
の
農
業
法
人

で
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
出
会
い
と
活
動
は

ど
ん
な
こ
と
で
も
必
ず
何
か
に
つ

な
が
る
と
実
感
し
て
お
り
、
こ
れ

か
ら
、
も
の
づ
く
り
の
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
甘
楽
町
に
貢
献
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
任
期
中
は
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ー 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告 

ー

ありがとう
　キャサリン先生

　

平
成
29
年
１
月
か
ら
３
年
間
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て
活
動
し
て

き
た
浦
野
充
加
さ
ん
が
12
月
末
で
任
期
満
了
と
な
り
ま
し
た
。

イベントで活躍する浦野さん（写真右・
キラかんオープニングフェスタ）

　ＡＬＴ（英語指導助手）として、新屋小
学校・甘楽中学校・かんら保育園・新屋
幼稚園で英語指導をしてきたキャサリン・
ハウチンさんが２学期で退任しました。
　キャサリン先生は１年５カ月の間、町
の英語教育の充実に努め、子どもたちと
交流を深めてきました。今後は、母国の
ニュージーランドに帰国し、新たな生活
をスタートします。

浦野　充加

　「ミニチュア篠笛C
キュート

ute」は、浦野さん
が甘楽町で取り組み、販売してきた作品
で、ふるさとづくり寄附金の返礼品とし
ても提供されました。
　今後も竹・布
製品の製作を続
けていく予定で
す。

　甘楽町で住むこ
とも教えることもで
きてうれしいです。
とてもすてきな町で
す。歓迎してくれて
ありがとうございま
した。

キャサリン・ハウチン
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成
人
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

成 人式
◎
日
時
…
１
月
12
日（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

◎
場
所
…
甘
楽
町
文
化
会
館

こ
の
ペ
ー
ジ
の
写
真
は
昨
年
の
成
人
者
の
皆
さ
ん

新
成
人
者
名
簿
の
公
表
は

控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

町政の動き
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国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
お
住
ま

い
の
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
全
て
の
人

が
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

就
職
、
退
職
、
婚
姻
な
ど
に
よ
り
加

入
す
る
種
類
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
都
度
必
ず
確
認
し
て
変
更
の

手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

　

口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で

定
期
的
に
納
め
ま
す
。
手
間
が
か
か
ら

ず
、納
め
忘
れ
を
防
ぐ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
現
金
納
付

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
ら
れ
る
納
付

書
を
使
用
し
て
、
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ

ニ
で
納
付
し
ま
す
。

※ 

ど
ち
ら
の
納
付
方
法
も
一
括
で
保
険

料
を
納
め
る
と
割
引
に
な
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

※ 

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く

と
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年

金
が
受
け
取
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
必
ず
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

納
付
が
困
難
な
と
き
は
…

　

経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
未
納
の
ま
ま

に
せ
ず
免
除
・
猶
予
制
度
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

将
来
の
年
金
額
を
増
や
す
に
は
…

　

定
額
保
険
料
（
令
和
元
年
度
は
月
額

１
６
，
４
１
０
円
）
に
加
え
、
付
加
保

険
料
（
月
額
４
０
０
円
）を
納
め
る
と
、

老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗
せ

さ
れ
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
付
加

保
険
料
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
に
は
、
年
を
と
っ
た
と
き

の
「
老
齢
基
礎
年
金
」
の
ほ
か
「
障
害

基
礎
年
金
」
や
「
遺
族
基
礎
年
金
」
が

あ
り
ま
す
。

〜
新
成
人
の
皆
さ
ん
へ
〜 

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

■ 

住
民
課
住
民
係　

内
線
２
６
４

世
代
と
世
代
の

　
　
　

支
え
合
い
の
仲
間
へ

今の
“まさか”に

将来の
“まさか”に

老後の
“安心”に

障害基礎年金

病気やけがな
どで障がい者
になった際に
受け取る年金

遺族基礎年金

一家の働き手
が亡くなった
際に、家族や
子どもが受け
取る年金

老齢基礎年金

65歳になった
ら生活費の一
部として受け
取る年金

■
問
合
せ
先

　

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

☎
０
５
７
０
（
０
５
）
１
１
６
５

　

・
高
崎
年
金
事
務
所
（
代
表
）

　
　

☎
０
２
７
（
３
２
２
）
４
２
９
９

学生納付
特例制度

学生本人の所得が一定額以下の場合、在学期間中の保険料の納
付が猶予されます。対象は、学校教育法に規定する大学（大学
院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校および各
種学校（修業年限が１年以上の課程）などに在学する人です。

納　　付
猶予制度

50歳未満の人（学生以外）で、働いていないなどの理由で生
活に余裕がない場合に、本人・配偶者の所得が一定額以下の人
は、保険料の納付が猶予されます。

免除制度
失業や災害など経済的な理由で保険料を納めることが難しい場
合、本人・配偶者・世帯主の所得が一定額以下の人は全額もし
くは一部の保険料が免除されます。

老
齢
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

源
泉
徴
収
票
が
送
ら
れ
ま
す

　

老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
人
に
は
、

日
本
年
金
機
構
よ
り
、
１
月
中
旬
か

ら
下
旬
に
か
け
て
「
令
和
元
年
分
公

的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
が
送
ら

れ
ま
す
。
源
泉
徴
収
票
は
、
昨
年
中

に
支
払
わ
れ
た
年
金
額
や
年
金
か
ら

差
し
引
い
た
税
額
・
控
除
の
内
容
な

ど
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

　

年
金
の
ほ
か
に
収
入
が
あ
る
な
ど

の
理
由
で
確
定
申
告
を
す
る
人
は
、

申
告
手
続
き
の
際
に
こ
の
源
泉
徴
収

票
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■ 免除・猶予制度

納
付
方
法

老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん

大切に
保管してね！
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